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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

31件 
5件 

1人 

－6 
－1

（3） （＋3） 

（0） （＋3） 
＋10

11人 
26件 

＋2 
＋5

件数内訳 平成２１年4月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

5月の納税 

軽自動車税税s1期 
納　期　間s6月 1日（月） 
口 座 振 替s5月26日（火） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

3月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

4月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 
 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,783 
13,995 
26,778 
8,356

9 
5 
14

12,764 
13,966 
26,730 
8,338

19 
29 
48 
18

12 
17 
29

37 
35 
72

53 
52 
105

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

▼
桜
が
散
っ
て
し
ま
う
と
、

山
々
は
す
ぐ
に
新
緑
で
染

ま
り
ま
す
。
4
月
は
遅
羽

町
の
バ
ン
ビ
ラ
イ
ン
、
野

向
町
の
高
尾
山
と
写
真
撮

影
を
兼
ね
て
登
っ
て
き
ま

し
た
。
山
か
ら
見
る
勝
山

は
、
本
当
に
自
然
豊
か
な

土
地
だ
と
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境

は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
残
し
、
以

降
も
受
け
継
が
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ま
や
エ
コ
抜
き
で
行
政

は
語
れ
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
勝
山
市
も
こ
れ
か
ら
エ

コ
環
境
都
市
を
目
指
し
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 
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（101）

深
沙
大
将
像
と
豊
原
寺

滋
賀
県
の
米
原

ま
い
ば
ら

市
柏
原

か
し
わ
ば
ら

は
か
つ
て
の
宿
場
町

で
、
今
も
そ
の
面
影
を
残
し
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
、若
狭
の
熊
川
宿

く
ま
が
わ
の
し
ゅ
く
の
よ
う
な
宿
場
町
で
あ
る
。

こ
の
西
方
の
山
麓
に
成
菩
提
院

じ
ょ
う
ぼ
だ
い
い
ん

と
い
う
古こ

刹さ
つ

が
あ

る
。
天
台
宗
の
寺
院
で
、
弘こ

う

仁に
ん

六
年
（
八
一
五
）

最
澄

さ
い
ち
ょ
う

が
談だ

ん

義ぎ

所し
ょ

を
開
設
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で

あ
る
。
米
原
市
が
開
設
す
る
観
光
案
内
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
「
嘉か

暦り
ゃ
く

元
年
（
一
三
二
六
）、
越
前

白
山
平
泉
寺
の
衆
徒
が
乱
入
し
て
全
焼
し
ま
し

た
」
と
あ
る
。

江
戸
時
代
の
『
輿よ

地ち

志し

略り
ゃ
く

』
と

い
う
近
江
国
の
地
誌
に
は
、「
嘉
暦
元
丙へ

い

寅い
ん

の
年
、

越
前
国
平
泉
寺
の
衆
徒
等
堂
塔
を
破
壊
す
」（
原

文
は
漢
文
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
昨

年
の
広
報
か
つ
や
ま
十
月
号
に
書
い
た
と
お
り
で

あ
る
。

さ
て
、
筆
者
は
成
菩
提
院
が
所
蔵
す
る
「
深
沙

大
将
像
」
が
、
も
と
か
ら
成
菩
提
院
の
所
蔵
で
あ

っ
た
い
う
説
、
平
泉
寺
衆
徒
が
成
菩
提
院
の
堂
塔

を
全
焼
あ
る
い
は
破
壊
し
た
と
い
う
記
事
は
誤
り

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
絵
像
が
本
来
は

豊
原
寺
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
ま
た
裏

書
が
あ
り
、「
実
相
房
」
と
号
す
る
「
大だ

い

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

法ほ
う

印い
ん

権ご
ん
の

大だ
い

僧そ
う

都ず

賢
□
」
（
□
は

「
威
」
の
よ
う
に
読
め
る
）
は
、
深
沙
王

の
功
徳
と
し
て
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）

に
平
泉
寺
の
軍
勢
が
五
度
に
わ
た
り
攻
め

て
き
た
が
、
深
沙
王
の
加
護
に
よ
り
撃
退

で
き
た
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い

る
。

こ
れ
を
「
豊
原
寺
縁
起
」（
坂
井
市
豊
原
春
雄

氏
所
蔵
）
の
、「
深
沙
太
王
御ご

鎮ち
ん

座ざ
の

事こ
と

」
の
項
で

は
、
平
泉
寺
と
豊
原
寺
と
の
相
論
が
、
嘉
暦
元
年

や
至し

徳と
く

二
年
（
一
三
八
五
）
に
あ
っ
た
と
し
、
豊

原
寺
が
相
論
で
平
泉
寺
に
勝
利
で
き
た
の
は
深
沙

大
将
神
の
功
徳
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
は
、
平
泉
寺
は
天
台
宗
の
延
暦
寺
の

末
寺
で
あ
り
、
豊
原
寺
は
真
言
宗
の
東
寺
の
末
寺

で
あ
っ
て
、
越
前
の
二
大
寺
社
勢
力
で
あ
っ
た
。

宗
教
的
立
場
か
ら
の
相
論
だ
け
で
な
く
、
庄
園
の

経
営
と
関
わ
り
、
経
済
的
立
場
で
も
争
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
両
者
は
何
事
で
も
対
立
し
、
平
泉
寺
は

数
を
頼
ん
で
豊
原
寺
に
押
し
か
け
て
相
論
し
、
数

を
頼
み
に
暴
力
を
振
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。（「

豊
原
寺
縁
起
」
は
、『
白
山
を
中
心
と
す
る

文
化
財
（
福
井
県
）』『
福
井
県
史
　
資
料
編
4
』

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
勝
山
市
立
図
書
館
に
あ
り

ま
す
。）

文
化
財
保
護
委
員
　
佐
野
光
臣豊原寺の閼

あ

伽
か

井
い

とよばれる湧水池

豊原寺の往時の繁栄をしのば
せる白山神社の旧拝殿


